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１， 細 目 単価情 報の 循環
今 回 は， 以上 の 諸点 を いま 一 歩具 体 的に 検 討す

る た めの 道 具立 て を提 示 する。 す なわ ち， 異 なる

細 目レベルの単価情報は循環する 一 という考 位置にある単価情報の間を連結するパラメーター

え を 示 し， これ につ い て， つ ぎ のよ う なこ と を述 （媒 介変 数） をいく つ か 設定 し， その 値の 変 化 に

べて き た。 大 き く は単 価 調査， 積 算， 入札， 元下 よ っ て単 価 情報 が どの よう に 変 容 する か を具 体 的

取 引 の 遂 つ の ブロ ッ ク を 流 れ て 円 環 状 に 循 環 す に 検 討す る 方法 論 を示 す。

る。 細 目 とい う 同 じレ ベ ルの 単価 情 報 であっ ても ま ず， 表一１ の４ つ の ブロ ッ ク を ほ ぼ 同 じ レ
ベ

こ の循 環 プロ セ ス上 の 位 置に よっ て そ の値 や 性質 ル つ まり 細 目 レベ ルの 単 価 が流 れて い く。 流 れる

が す こ しづつ 変 化す る （た と え ば， 積 算値 入 れ単 細 目 レ ベ ル 単 価憶 報 に は す く なく とも 表一２ の よ

価 と 実 際 の元 下 契 約 単 価 の 違 い な ど）。 各 ブロ ッ う な もの が ある。

ク に は固 有の 当 事者 達 が あり， 相 互 行為 を 行う。 一 般的 に は， 値 入 れ単 価 は市 場 単価 によ る だ け

そ れ ら当 事者 の スタ ンス によ って 単 楓 青報 が 変容 では なく，入 手 でき る さ ま ざま な単 価晴報 を 参照・

す る。 比 較 ・査 定 して 値 入 れす る単 価 を 決定 する こと に

そ して， 今春 船 出 した 建築 市 場単 価 方
式 も こ れ な る。 科目 や細 目 によ っ て は， 単 倣 晴報 な どが な

ら のス タ ンス の 組 合わ せ 如何 によ っ て， 所 期 の意 く 個 別見 積 り 徴集 な どに よる も の もあ る し， 当 面

図 に 沿っ た順 回 路 を実 現 して いく か， ある い は， は標 準歩 掛 り積 上 げ方式 によ る 複 合単 価 の 作成 ・

い く つか 考 え られ る逆 回 路の い ず れか に迷 い 込 む 利 用 も かな り のウ ェイ トで残 る だ ろう。 そ れ らは

か， 軌道 修 正が 必 要に な って く るか， その 航 路 が 発 注 者側 と 入 枕参 加者 側 で も異 な る し， 公 共発 注

表一１ 刈 つの循環ブ園ツクの概要

ブロ ツ ク名

入札契約
ブ ロ ツ ク

元下取引
ブ ロ ツ ク

単価情報
ブ ワ ツ ク

積算体系
ブ ロ ツ ク

主 な行為 （スタンス関連行為）

入札公告， 数量書公開， 予定価格決定， 事後／事前公

表
，
入 札 価 格 決定， 入 札， 落札， 契 約

元請実行予算作成， １次下請見 積提出， 交渉契約， 下

講実行予算， 調達施工， 変更精 算

１ 次下 請 契 約 単 価実 勢 把 握， 調 査・ 回 答， 集 計
整 理
，

公表単価決定， 刊行物に掲載公表

予定価格用積算， 入札価格用積算， 刊行物掲載単価参

照， 複合単価積上計 算， 憧入れ単価の決定

主な当事者

発注者， 元請入礼参加者， 検査機関な ど

元請企業 （購買， 現場部門）

！次下 請企業 （２次……）

建設価格調査機関， 調査貴， 元請企業
至次下請企業

発注側積算担当， 同意思決定者

入札側積算担当， 同営業担当者
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表一２ 単価情報の種類と路号

者 で も 機 関 に よ っ て 異 な る だ ろ う。 そ の た め に，

や や 数多 く 単 価種 類 を挙 げて お く が， 今 回の モ デ

ルに 参 加す る の はこ のう ち の一 部 だ け であ る。

← 一 スタンスパラメーター
細目単価レベルの異なる単価種類の間を運結す

表一３ スタンスパラメーターと路号

（１） 落札率

（２〕 実行予算のネ ット率

（３） 王次サ ブコン見積り単価と調

査機関公表単価の比

（４） １次サ ブコン見積り単価と契

約単価の比

（５） 元請実行 予算の単価と王次下

講契約単価の比

（６） 実態契約単価と調査回答単 価

の比 （回答スタ ンス）

（７） 調査機関の公表率

（８） 発注者側の傾入れ査定率

（９） 入礼参加者個々 の値入 れ単価

と予定価格単価の比

（１⑪ 循環都分率

ω 予定価格水準変動率

ａ

ｂ

Ｃ

ｆ

ｇ

ｈ

三

Ｗ

ｙ

る媒 介 変 数 （パラ メ ータ ー） と して つ ぎのよ う な

も のを 導 入す る （表一３）。 こ れ らの パラメ ータ ー

は 異な る 段階 や 種類 の 単価 情 報の 間 を違 結 し， そ

の 関係 を 比や 大 小 関係 であ らわ す役 目 をも つ。

これ らのパラメ ーターの 値 （比） は， 単 価情 報の

生 成や 伝 達， 利 用 に かかわ る 当 事者 達 のス タ ンス

校い し 態度 によ っ て 変化 す る。 そ の意 味 で， こ れ

ら を ス タ ン ス パ ラ メ ー タ ー と 総 称 す る こ と に す る。

騒
循環サイクル上の

８
、 単価情報の関係式

上 記の よう な 関 与当 事者 の スタ ンス をあ らわ す

パ ラメ ー タ ー群 を 用 いて， 細 目 単価 レ ベ ルの 各種

単価 情報 の 関係 を 定 義す る。

単 価 情 報の 略号 は 共通 部 分 Ｒを 持つ が， これ は

Ｕｎｉｔ Ｒ 漉ｓ （単 価） の つ も り で あ り， Ｒ Ａ， Ｒ

Ｂ， な どは おお よそ の な がれ の 順に つ けた も の で

あ る が
，
必 ず し も そ う なっ て い な い と こ ろ も あ る。

ま た， た と
え ば パ ラ メ ー タ ー ａ の 作 用 を 受 け た

後の 単 価情 報 をＲ Ａ， パ ラメ ー タ ーｂ の 作用 を 受

けた 後 の単 価 膚報を Ｒ Ｂの よう に表 記す る こ とを

原 則 に しよう と した。 た とえ ば

ａ ｂ ｅ

Ｒ Ｙ 一タ Ｒ Ａ 一→ Ｒ Ｂ 一→ Ｒ Ｅ の よ う で あ る。

しか し， 複 線化 してい る 箇所 な どでは
そう な って

い な い。

以 下 に， 主 な 関係 式 を列 記す る。

（１） 〔落札請負金額］ ＝［予定価格コ Ｘ落札率ａ

ａ ＜ す べ て の 入 札 参 加 者 の ｉ，
か つ， ａ

≦１．０

ａ 竺１．０ 予 定価 格 ］杯 （落札 率１００
％）

段 ＜１．Ｏ 落 札 率９９
％や８０％ な ど入 札 参 加 者 の

競 争ス タ ンス に よ り大 きく 変 わ る

落札率ａは予定価格に対する落札価格の比 であ

り， この 意昧 で 公共 工 事 分野 で常 用 さ
れて いる 用

７３
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語 で ある。 普通 は ％ で表 示す る が， こ こ で は落札

率９５％ を 落 札 率 段 ＝０．
９５の よ う に あ ら わ す。

そ して， この モ デル では落 札 率ａ を 総価 だ け で

な く 内訳 単 価 にも その ま ま適 用 する。 つま り， 予

定価格の内訳書単価と落札価格の内訳書単価の比

は落 札率 ａ に近 い と仮 定 して い るわ けで ある。 実

際 に は， 細 目 レベ ル単 価 は おも に 直接 工 事費 部 分

に 存 在 し， 共 通費 部分 は積 上 げ部 分と 率 によ る 逐

次加 算部 分 か らな る。 しか し， 共 通費 （間接 費）

につ いて は， 共通 仮設 費 率， 現 場 管理 費 率， 一 般

管理費率が規模別に一定として直接工事費に逐次

外 掛 け して いく 部 分 もあ る か ら， 発注 者 側見 積 り

に 関 する 限 り 影響 の 方 向は 同 じと 考 えて よ いと も

思 わ れ る。

また， 予定価格の内訳構成と入札価格や落札価

格 の 内 訳構 成 は必 ず し も比 例す る わ けで は ない。

しか し， 内 訳 単価 も 総 額に ほ ぼ比 例 した 影 響を 受

ける も のと 考 え， こ こ では とり あ え ず比 例 する と

仮 定 して い る。

こ の よ う に 仮 定 す る と き，

〔落札 価格の 内訳単価 ＲＡ］ 一 〔予 定価 格の内 訳単

価ＲＹコ ×落札率ａ……（１）

と 表 わ せ る。

（２） 〔実行予算額コ ＝ ［講負金額］ Ｘネット率ｂ

ｂ ＞１
．
０ 大 幅 な 赤 字 受 注 （ａ 鶯Ｏ．６な ど）

や 落

札後 市 況反 騰 のと き な どで あり 得 る

ｂ＝！．Ｏ 入 札 時の ま た は 客 先提 出 の 内 訳 書 単

価を実行予算単価とする

ｂ ＜王．０ 通常 時 の
一 般 的 傾向。

こ こ でも単 価 も この 比 に近 い と仮 定 し，

〔元請案 行予算の 内訳単価 Ｒ８］ ＝ 〔落札価 格の 内

訳単価ＲＡコ ×ネット率ｂ……（２）

と 表 わ す。

（３〕 圷 講見積り単価ＲＣ］… 〔公表単価Ｒ Ｇ］ ×下

講晃積り率ｃ

ｃ ＞！．Ｏ 下 請 の 元 請 け に 対 す る 見 積 り で 調 査

機関公表 単価一般相 場より 高く入 れるスタ ン

ス。 相 場 上 昇 時な どに生 じう る。

ｃ ＝１．０ 調 査 機 関 公 表 単 価 を 下 請 見 積 単 価 と

して入 れるス タ ンス

ｃ ＜王．０ サ ブ 間 競 争 か ら， 公 表 単 価 よ り 低 い

単 価 の見 積 り を提 出 するス タ ンス

は） 〔元一下 契 約 単 価 Ｒ Ｄ］ ＝ 〔下 講 晃 積 り 単 価 Ｒ

Ｃ］ × ｄ

ｄ ＞１，０ 図面 憶 報 や 施 工 条 件 に よっ て 当 初 見

積りより高い単価で契約する場合

ｄ＝ＬＯ 下請の見積り どうり で契約する場合

（バブル期の言い値発注）

ｄ ＜１．０ 交渉 や 競 争 や 指 し値 に よ っ て 値 引 き

する場合

６） 〔元一下 契 約 革 価 Ｒ 日 竺 ［実 行 予 算 単 価 Ｒ

副 ×８

ｅ〉亙．０ 元請 け 側実 行 予算 の 単価 よ り も元一下

契約単価が高い場合。 落札後の市況反騰時など

に 生 じ 得 る。

ｅ二１，Ｏ 実行 予 定 価格 の 単価 と 同水 準 の場 合

ｅ＜１．０ 元一下契 約 単 価が 低 い場 合

一般 に， 入札 用見 積 り 単価
Ｒ Ｉ， 実 行 予算 用単

価 ＲＢ， 元 下契 約単 価 ＲＥ の 間 に は差 異 があ り，

こ の煩 に 低く な る の が一 般的 で あっ た。 しか し，

状 況 によ っ て 差 異 が ほ と ん ど な く な る こ と も あ

り，
一部 で 逆 にな る 事態 もあ る。

実行予算の単価ＲＢと元下契約単価ＲＥの比を

ｅ と した が， これ は 実行 予 算単 価 にｅ を 乗 じて 元

下契 約単 価 と する， とい う 意味 で は なく， 見積 り

徴集や価格交渉や指 し値な どの どのような 経過
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（連 載 ２ でし）う パス） をた どる かに 関係 な く， そ

れらの結果 としての元下契約単価ＲＥと元講け実

行 予 算 単 価 Ｒ Ｂ の 比 を ｅ に よ っ て 表 す も の と す

る
。

（６） 肺 場単価調査への回答単価Ｆ；円 二 尻一下契

約単価Ｒ 日 ×回答スタンス率†

ｆ ＞１．０ 事 実 と し て の 単 価 よ り 高 め に 回 答 す

る ス タ ン ス

ｆ こ１．０ 事 実 デ ータ と 換 算 ル ー ル に 最 も 忠 実

に 回答 す るス タ ンス

ｆ ＜ユ．Ｏ 事 実 と し て の 単 価 よ り 低 め に 回答 す

る ス タ ン ス

回答 者 のス タ ンス と して は調 査サ ンプ ル申 の 回

答が得られた割合という意味の回収率も重要であ

る。 しか し， こ こ で は単 に得 ら れた 回 答 に関 して

実態契約単価と調査 回答単価の比を表している。

概 念 と して は， 契約 実 態 単価 の 集合 と調 査 に よっ

て把握 した単価情報の集合との比をｆで指すもの

と する。 し か し， 真 の 実態 単 価 の集 合 な どと いう

も のを知 る ことは 実際 上は ほとん ど不 可能 である。

１７） ［調 査 機 関 の 公 表 単 価 Ｒ Ｇ］ ＝ 晒 答 単 価 Ｒ

Ｆ］ ×公表率９

９＞亙．０ 後 述す る よ う な 統 計 処 理 が 結 果 と し

て 高 め と なる 場合

９ ＝王．０ 通 常 は こ れ
だ と す る。

９＜１．０ 整 理統 計 処 理 が 結果 と し て 低 め に 作

用する場合

公表率９は回答単価， 把握単価ＲＦと公表単価

ＲＧ の 関係 を 表わ して いる。 た とえ ば把 握 した 単

価情 報 に大 き な ばら つき や 二 つ山 分布 な どが生 じ

た場 合 の処 理 方法， ゼネ コ ン とサ ブコ ンの 回答 に

違い が 見 られ る場 合 の処 理 方 法， サ ン プル 数や 回

収率が少 ない場合の扱い， 次期公表時までの欄場

変 動 への 対 処 な どによ る 影響 を 代表 す る。 こう し

た こ とは 簡 単に 数 字 で示せ る も の では な いが， 処

理 のス タ ンス に よ る公 表 単価 へ の影 響 の一 端 （高

め に 働 く 処 理， 低 め に 働 く 処 理， どち ら で も な

い） を示 す もの と して 一応 設 定 して おく。

通常 は ９＝１．０だ と 考 え ら れる が， 調 査 機 関 に

よる公表掲載単価に幅を持たせるか１点 で表示す

る か
，
な ど の 公 表 ス タ ン ス も あ り 得 る わ け で， た

と え ば， ０．
９５＜ ９ ＜王

．
０５な ど の 意 味 に な る こ と も

理論 的 に は考 え られ る。

１８） ［発注者値入れ単価ＲＨ］ 協 ［公表単価Ｒ Ｇ］ ｘ

値入れ査定率ｈ

ｈ ＞ユ．Ｏ 公 表 単価 よ り高 め に値 入 れす る 場合

ｈ ＝亙．０ 公 表 単価 そ のま ま 値入 れ する。

ｈ ＜亙．０ 公 表 単価 より 低 め に値 入 れす る。

こ こ でい う 公表 単 価 は， 価格 調 査機 関 の調 査 に

基づく 刊 行 物 への 掲 載公 表 単価 を 指 して おり， メ

ー カ ー 団体 等 によ る 公表 価 格 （一種 の カタ ロ グ 価

格） と はまっ た く 別 もの で ある。

な お， 施 工 条 件 や 難 易 度 の 適 切 な 加 味 に よ っ

て， また は細 目 間 の補 完 的 処理 によ っ て 公表 単 価

よ り 高く な る， 低 く なる 等 の場 合 は， 単 価水 準 を

変 え る わ け で は な い の で ｈ 練１．Ｏ
だ と 考 え る。 逆

に， 複 雑 な 設計 で 施工 難度 が高く， 施 工条 件 が 悪

い に もか かわ らず 公表 単 価 ＲＧ その ま ま を値 入 れ

す る よ う な 場 合 は ｈ ＜ユ
．
Ｏに 相 当 す る

。

（９） ［入 枕 参カロ者 値入 れ 単価 Ｒ 口 ＝ ［公 表 単 価 Ｒ

Ｇ］ ×入札者値入れ単価率１

ｉ＞１．Ｏ 入 札 参加 者 が入 札 価 格 の 内 訳 書 に 公

表単価より高めに値入れする場合

ｉ練亙．０ 公表 価 格 そ の ま ま 値 入 れす る 場 合。

施工条件や難易度の適切な加味はこれだとする

ｉ ＜ユ．０ 低 め に 値 入 れ す る 場 合。

フ５
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図■

ｃ

細目レベル単価の惰報循環ルーブ （単純リニア循環の図）

図一２ 下請見穫と公表単価のサブループ

こ の場 合 も， 施 工難 易 度や 施 工条 件 の加 味 に 関

して は（８）式 と同 様 に考 え て いるわ けで ある。

１ ・・ 循環ループとサブループ
単 価種 類 とパ ラメ ー タ ーの 関係 は， さ ま ざ ま な

も の が あ る が， ひ と つ の 単純 な循 環 を図一１ に 示

す。 複線 な どを 省 略 し， 一本 線 の単 価 情報 循 環 経

路 を 表 して いる。

下 請 け 見積 り に 関 す る 式（３）や式（４）な ど図一１ に

登 場 して い な いも の が あ る。 こ れ は図一豊 の よ う

な サ ブ ルー プを 形 成す る。 この 経路 と（５）はだ ぶっ

て い る 面 も ある が， 元一下 間 の 価 格 決 定 メ カ ニ ズ

ム な ど を議 論す る 際に こ の 両方 が必 要 に なる の で

ここ で はと り あ えず 設定 だ け してお く。

圃
予定価格の水準変化への

５
， 影響

各 パラ メ ータ ー の 変化 に よっ て 発注 者 予定 価 格

の 水 準 が どの よう な影 響 を 受 ける か を検 討 する た

め に，
次 の 式 を 設 け る。

（１⑪ ［次期の予定価格水準ＲＹコ 畿 〔参期予定価格の

水 準 ＲＹｏ〕 ｘ
ｙ

〔次期の予定価格単価コ ／ ［今期予定価格の値入

れ単 価コ の 比 をも って， 今期 と 次 期の 予 定価 格 単

価 の 変化 率 ｙ とし）う パ ラメ ー タ ー を定 義 して い る

わ け で あ る。 す な わ ち，

（ｌ１） 今期と 次期の予 定価格単 価の 変化 率ｙ二 ［次期

の予定 価格単 価ＲＹ］ ／ ［今期予定 価格 の値 入れ

単 価 Ｒ Ｙ。〕

ｙ ＞１，０ 予 定価 格 の 水準 が 上 がる

ｙ＝１．Ｏ 予 定価 格 の 水準 は 不 変

ｙ＜１．Ｏ 予 定 価格 の 水準 が 下 がる

と な る。

さ て， 予 定 価格 の 水 準変 動 とい って も， その 要

７６ 建築コス ト研究 １鰯 ｓＵＭＭ朗



因 に さ ま ざま ある が， とり あ えず

① 景 気や 物 価， 賃 金 の変 動 によ って 生 じ る水 準

変動

②当 事 者の スタ ンス によ って 生 じる水 準 変動

の ２つ に分 け， このう ち の 後 者② に よる 分 だ けを

対 象に する。 した が っ て， ① の物 価 変動 や 景 気変

動などいわ ば経済環境的な変化に起因する予定価

格 の水 準 変化 が 生 じて も， こ のモ デル で は水 準変

化 な し， と み
な す。

また， 個々 の 建 築 プロ ジェ ク ト に関 して の 話 で

はなく， あく ま で 期 ごと の 集合 的， 平 均 的な 傾 向

の 次 元 での 話 であ る こと を 断っ て おき た い。

翻
循環の影響が累積する部

６
， 分とリセットされる部分

一 般 に は， 循 環の 影響 が期 ごと に 累積 す る部 分

と さ れ な い 部 分 が あ る。 前 者 は，
落 札 率 ａ， ネ ッ

ト 率ｂ， 元下 値引 き 率 ｅ な ど， ある い は回 答ス タ

ンス 童な どの 影 響 を次 期 の見 積り や 取引 に 影 響さ

せ る部 分 で ある。 同 じスタ ンス がく り 返さ れ る と

き は 同 じ方 向の 影 響 が累 積さ れ て いく。

一 方， こ のよ う な 影響 は その
プロ ジェク ト限 り

で
，
あ と の プロ ジ ェ ク ト や 次 期 の プ ロ ジ ェ ク ト に

影響 し な い部 分 があ る。 前 期 と同 じ 水準 に戻 る 部

分 で あ る。 こ れ を リ セ ッ ト 部 分
と 呼 ぶ こ と にす る。

建築市場単価方式の考 え方は， 影響累積的であ

る。 こ れ に対 し て， 標 準歩 掛 り積 上
げ 方式 や個 別

見積 り に よる 部 分 は一 応リ セ ッ ト的 と みな す こ と

が で き る。

現段 階 で は， 建 築市 場 単価 方 式 は一 部の 工 種，

細 目 に し か 適 用 さ れて い な い。 そ う いう 段 階 で

は， 前 章 で 見 た 循 環 的 影 響 は そ の ぶ
ん 薄 め ら れ

る。 その 様 欄
を考 察す る た め に， こう した 区分

が

必 要 に な る。

いま， 市場 単 価方 式 によ る 部 分の 割合 をＷ， そ

れ 以 外 の単 価根 拠 によ る 部 分 をユ．卜 ｗ と する。

前者が循環影響累積部分， 後者がリセット部分で

あ る。 Ｗ を循 環 ウ ェイ ト また は循 環 部 分 シェ ア と

呼 ぶ こ と が あ る。 こ れ は， 項 目 数 の 割 合 で は な

く， 占 め る 金 額 の 割 合 であ る。 こ の ｗ ＋ （１、ト

ｗ） 工１，０の 全 体 を 直 接 工 事 費 部 分 全 体 に 相 当 す

る と する か， 元請 け 総価 に相 当 す ると す るか。 一

応， 直 接工 事 費部 分 と し， 総価 も ほ ぼ比 例 的に 影

響 をう ける も の と解 釈 して おく。 こ のと き

（１２） 予 定極格の変 化率 ｙ二Ｗ× ［前 期か らの 単価情

報循環部分３ ＋ （１．卜 ｗ） ｘ ［リセット部分］

業 Ｗ × （８ ｘ ｂ Ｘ ｅ ｘ ｆ ｘ ９ × ｈ） 斗 （１
．
Ｏ－

Ｗ） ×１
Ｉ
０

こ こ で， 普 通 に
は ｈ ＝ユ．Ｏ， ｇ

驚亙
．０
と み て 差 し 支

え な いの で 省 略 して，

ｙ ＝・Ｗ ｛（ａ・ ｂ・８） Ｘ †｝ 十 （１．
Ｏ－ Ｗ）

＝Ｗ ｛下落要因Ｘ上昇要因†｝ 十 （ｉ．卜 Ｗ） Ｘ

｛リセット部分｝

とい う 形に な る。 こ れ を意 味が 分 りや すく なる よ

う に変 形す る と，

㈹ ｙ ＝１．
０ ヰ ｗ ｛（ａ ・１⊃・ ｅ） ｘ ｆ 一 、０｝

＝前期水準１．〇十循環影饗ウェイ ト
ｗｘ ｛単価 相

揚下 落 要 因 ａ・ｂ・８） ｘ 単 価 上 昇要 国 ｆ －１．
Ｏ｝

こ の 式か ら 一般 に 次の よう に 言 える。

① 下 落 要 因 と 上 昇 要 因 の 積 （ａ・ｂ・ｅ） × ｆ が王．Ｏ

に 等 し い 場 合 ： ｙ 竺１．Ｏと なり 予 定 価格 水 準 に 変

化 は な い。

② （ａ ・ｂ ・ｅ） ｘ ｆ ＞１．０の 場 合 １ ｙ ＞！．Ｏ
と な り

予定価格水準は上昇する。

③ （ａ・ ｂ・ｅ） × ｆ ＜ユ．０ の 場 合
： ｙ ＜王、

０ と な り

予定価格水準は低下する。

７７
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④ 上 昇 ま た は 低 落 す る 場 合 は， 循 環 部 分
ウ ェ イ ト

Ｗ が 大 き い 場 合 は 循 環 影 響 が 大 き く，
小 さ い 場

合 は小 さ い。

⑤ これは一期 だけの 変化で ある が， 例 え ば年 ４期

と す れ ば，
１ 年 間 で は

ｙ ｉ
Ｘ ｙ
２
× ｙ
３
× ｙ
４

だ け の 変化 に な る。

騒
いくつかのケースに

７
， ついて

当 然 の こ と で あ る が，
ｗ 重Ｏ．Ｏの 場 合 は， 細 目

単 価膚報 の レベ ル での 循環 的影 響 はゼ ロ であ る。

材 料， 賃 金 な どの レベ ル か らの 影響 は ある か も し

れ な い が。

わ れ わ れ の 現 実 的 な 関 心 は， Ｏ．０＜ ｗ ＜亙．Ｏの
領

域 で あ る。 た
と え ば，

・ 公 表 市場 単価 の 影 響 シェ ア

ｗ 工 ０．Ｏ ～ Ｏ．２ ～ Ｏ．５ ～ Ｏ．７ ～
１
．Ｏ

・実 態 単価 低 落要 因

（ ａ ． ｂ ・ ｅ ） 二 亙
．
０＾〕０

．
８ ～ ０

，
６

・ 回答 単価 上 昇要 因

ｆ ＝ １．０
～ １
．
１～ 互
．
５

な どの 変 域 でｙ に およ ぼす 様 相 を眺 めて み た い。

しか し， 今 回は， 若干 の 断片 的 な試 算 を示 す にと

ど め る 。

ω ａ ・ ｂ ・ ｅ ＝ Ｃ．
９ の と き

ｗ ｙ ｙ
４ ｆ

表一４

いま， た と え ば， 予定 価 格 に対 する 落 札 率ａ
が

Ｏ
．
９５
，
ネ ッ ト 率 ｂ が王．０弱 で， 実 行 予 算 単

価 に 対

する 元 下実 際 契約 単 価 の率 ｅ が０．９５であ る と する

と
，
単 価 下 落 要 因 ａ・わ・ｅ 工０，９の 辺 り

と な る。

こ れ は， 落 札 率 ａ
が １
．００，

ネ ッ ト 率 ｂ ＝ Ｏ．
９５
，
元

下 契約 単 価率 ｅ 練０．９５辺 りの 場 合 でも ｙへ の 数値

的 な 影響 と して は 同 じこ と である。 価 格調 査 に は

そ の ま ま 回 答 す る と き ｆ ＝亙．
Ｏで あ り

，
９
，
ｈ も

す べ て１
．
０と す る。 つ ま り， 単 価 上 昇 要 因 は

な い

と いう 形 で 考 える。（１３）式 に これ ら を代 入 する と，

予 定 価 格 変 化 率 ｙ ＝１
．
Ｏ＋ ｗ ｛（ａ・ｂ・ｅ）× ｆ 一

亙
．
Ｏ｝ ＝ 亙

．
０ ＋ ｗ （Ｏ

．
９ｘ 王．０ － １，Ｏ） 練 王．０

－ ｗ × ０．
亙

となり， 循 環 部分 ウェイ トＷ によって 表一４の左（１）

の よ う に な る。
こ こ で ３ つ ほ ど の ケ ー ス を 見 る。

〔ケ ー ス ユコ 単 価 情 報循 環 ウ ェイ トＷ が ゼ ロ な ら

ｙ ＝１．０で 不
変 だ が

，
ｗ ＝Ｏ
．
！で は ｙ 二０．９９と

な

る。 こ れ が平 均 的全 般傾 向と して 遂 期 （つ ま り１

年 間） 繰 り 返 さ れ る と こ の ４ 乗 でＯ．９６１の 水 準 に

な る
。

［ケ ー ス ２］ ｗ ＝０．２で
は ｙ ＝Ｏ．

９８で ４ 期 連 続 す る

と き は０，９
２２の 水 準 に，

ま た，

［ケ ー ス ３コ ｗ 竺Ｏ．４で は， ｙ ＝Ｏ，９６
で ４ 期 連 続 す

る と０，８４９の
水 準 に な る。

た だ し， ３ つ の
ケ ー ス

そ れ ぞ れ で ｆ 工１．０互， 王．０２， ！．０４で
水 準 は 維 持 さ

れ る。 と い う こ
と は，

ｆ が こ れ 以 上 に な れ ば ｙ ＞

スタンスパラメーターと予定価楮変化率の関係

（２） ａ ・ ｂ ・ ｅ 練 ０
，
８ の と き （３） ａ ・ ｂ ・ ｅ 二 〇

・
６ の と き

Ｗ ｙ ｙ珪 麦 Ｗ ｙ ｙ４ ｆ

０
．
０

Ｃ
．
１

０
，
２

０
．
４

０
．
５

０
．
７

１
．
Ｏ

王
．
００

０
，
９９

０
，
９８

０
，
９６

０
，
９５

０
，
９３

０
．
９０

夏
．
０００

０
．
９６１

０
．
９２２

０
．
８雀９

Ｃ
．
８王５

０
，
７４８

Ｃ．
６５６

１
，
０００

王
．
０１０

１
．
０２０

１
，
０４２

互
．
０５３

！
．
０７５

１
．
王１至

０
．
０

０
．
王

０
．
２

０
．
４

０
．
５

０
．
７

！
．
Ｏ

１
，
００

０
，
９８

０
，
９６

０
，
９２

０
，
９０

０
，
８６

０．
８０

１
．
Ｏ００

０
．
９２２

０
．
８４９

０
．
７至６

０
．
６５６

０
．
２４０

０
．
４ユ０

互
．
Ｏ００

１
．
０２０

１
．
Ｏ堪２

至
．
０８７

１
．
ｎ １

王
．
王６３

１
．
２５０

０
．
Ｃ

Ｏ
，
１

０
，
２

０
．
４

０
．
５

０
，
７

王
．
Ｏ

王
．
Ｏ０

０
，
９６

０
，
９２

０
，
８４

０
，
８０

０
，
７２

０
．
６０

ユ
．
ＯＯ０

０
．
８４９

０
．
７１６

０
．
凄９７

０
．
４１０

０
．
２６９

０
．
１３０

互
．
０００

１
．
０４２

！
．
０８７

王
．
王９０

１
，
１２５

王
．
３８９

１
．
６６７
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１．
０に な る こ と を 意 味 す る。

つ ぎ に
，
予 定 価 格 に 対 す る 落 札 率 ａ がＯ．９で，

ネ ッ ト 率ｂ が１．Ｏ弱 で， 実 行 予 算 単 価 に 対 す る 元

下 実 際 契 約単 価 の 率 ｅ が０．９で あ る と す る と， 単

価 下 落 要 因 ａ・ｂ・ｅ 鶯０．８の 辺 り
と な る。

こ れ は
，

落 札 率 ａ が０．
９５
，
ネ ッ ト 率 ｂ ＝Ｏ．

９５， 元 下 契 約 単

価 率 ｅ ＝Ｏ．８８６の 場 合 で も ｙ へ の 影 響
と して は 同

じ こ１ と で あ る。
予 定 価 格 変 化 率 ｙ 二１．Ｏ＋ ｗ

｛（ ａ ・ ｂ ・ ｅ ） × ｆ 一 互．０
｝ 二 亙

、
０ ＋ ｗ ｛Ｏ

．
８ ×

王． ト
ユ
．０
｝ ＝！
．
卜 ｗ ×０

．
２と な り， 表

一４ の 中 段

（２）の よ う に な る。 こ こ で ３ つ
ほ どの ケ ー ス を 見 る。

［ケ ー ス １］ ｗ 二０．
１で は ｙ ＝０，９８と な り， 平 均 的

傾 向 と し て ４ 期繰 り 返 さ れる と こ の ４ 乗 で０，９２２

の 水 準 に な る。

［ケ ー ス ２コ ｗ 壊Ｏ．
２で は ｙ ＝Ｏ．９６で ４ 期 連 続 す る

と０，８
４９の 水 準 に，

ま た，

〔ケ ー ス ３コ ｗ ＝０．４で
は
，
ｙ ＝０
．
９２で 唾 期 運 続 す

る と 実 にＯ．７
亙６の 水 準 に な る。 ス タ ン ス

童 に よ っ

て 水 準低 下 は緩 和さ れる が， 水 準 維持 を もく ろ む

と ３ つ の ケ ー ス そ れ ぞ れ で ｆ ＝ Ｌ０２， 亙．０４， ！．０８

の ス タ ン ス を と ら ざ る を 得 な く な る。
ｆ が こ れ 以

上 に な れ ば ｙ ＞ユ．Ｏに
な る。

こ こ で， 参 考
ま で に，

落 札 率 ａ ＝Ｏ．８，
ｂ こ

０．９，
ｅ ＝ Ｏ
．
８５ で
，
か つ ｗ 盤 １．Ｏ

な ど と い う 極 端 な

場 合 を 考 え て み る。 下 落
要 因 二０

，
６１２と な る か ら，

こ の ま ま では 表の（３）の 最下 のよ う に 現実 に 在り 得

な い よ う な 状 況 に な り，
ｆ 練１，

６６７ぐ ら い の 反 発

を継 続 しつ づ け ない と 回復 で きな い 形 であ る。 こ

う いう 状 況に な る こと は， 全 般傾 向と して は ま ず

あ り 得な い が， 製 作物 の 一部 等 に 限っ て跳 め る
と

き は， こ う した 形 の
循 環 ルー プが し ば しば現 出 し

て い る。
建 物 総 体 に つ い て も，

個 々 の プ ロ ジ ェ ク

トで はあ り得 ない こと で はな い。 民 間 で はか なり

見 ら れ， 公 共 でも例 がないわ けで はない。 しか し，

総 体 的集 合 的 傾向 と して はま ず な い といっ て よ い

と 考 え ら れ る。

こ の モ デル で は， 総体 的 集合 的 傾 向と いう こ と

を強 調 して き た が， 工 種や 細 目に よ って 当 事者 ス

タ ンス が 異な る 場合 も あり， 細 目 間 で不 等 号 の向

き が 逆に なる こ と もあ る だろう。 そ う した 個 別 的

な差異を包含した総体的集合的傾向というのがい

っ た い何 を 指す か につ い て は， あ いま いさ
が 残っ

て い る。 ま た， 公 共 工事 と 民間 工 事 では 予定 価 格

や間 接 費の 考 え 方， さ らに は価 格 や 単価 の 水準 ま

で異 校 る部 分 が ある が， 細 目 価格 を め ぐる 元下 間

市場 では 相互 に 影響 し合う 関係 に あ る。 こ れ らの

点 を どう 考 えて いく か も 今後 の 検討 課 題 である。

平成 ｕ 年 ４月 か ら本 施 行 に入 った 建 築 の型 枠，

鉄筋加工組立， 防水の３工種２４細目が建築工事費

に占 め る割 合 は建 物 の用 途， 構 造 によ っ て 異な る

が， 現 在 およ そ２ 割 な い し３ 割と 見 ら れて
いる。

こ れ は ｗ 練０．２な い し０．３の ケ ー ス
に 相 当 す る が，

今 後順 次 移 行工 種 を増 や して いく とさ れて い る。

今 回の モ デ ルで は， 設 定 した 単 価情 報 種類 や
パ

ラ メ ータ ー 群 の一 部 しか 使っ て い ない。 また， 図

一１ の よう に ほ ぼ一 本 線 （リ ニ ヤ ー） の ル ー プ上

で 考察 し てき た。 そ のた め 一 面 的な 見方 に なっ て

い る き らい があ る。 先 に 触 れ た 図
一２ の サ ブル ー

プの潜 在 力 な どが重 要 で ある が， こ れ ら は次 回に

検 討 し た い。

訂 正 ： 前回 〔至Ｏコ （第２遜号 所 載） の ｐ．６２右 段王９行 目 に

「機 械 メ ー カ ー の１ノベ ル」 と あ る の は ギ索 材

メ ーカ ー の レ ベ ル」 の 誤 り で す。

７９


